
計画策定の趣旨

計画の位置づけ

指 標

（1） 図書館の在り方を振り返り、総括すること。
（2） 現在の図書館の課題を明らかにし、今後の方向性を示すこと。
（3） 取り組むべき課題の内容と時期を具体的に示し、自己評価できる目標値を立てること。

※本計画は、平成３０年度から平成３９年度までの１０年間とし、５年経過後に進
捗状況の確認と見直しを行うものとします。

計画の期間

この計画は、牛久市の
総合計画である「牛久市
第３次総合計画」に基づ
いたものです。特に子ど
もたちの読書活動の支援
については「牛久市子ど
も読書活動推進計画」に
基づき取り組みを推進し
ます。

「牛久市立図書館基本計画」
概要版

発行：牛久市教育委員会 編集：牛久市教育委員会中央図書館 ＴＥＬ029-871-1400 平成 30 年 3 月発行 

この計画は、牛久市の教育文化の基本目標である「豊かな心と文化を育むまち」を実現
し、社会や市民意識の変化などの状況に鑑みながら、市民の多様な要望に対応するため
に、牛久市立図書館の今後の方向性を整理し、計画的な図書館サービスの充実を図ること
を目的とします。 
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図書館運営方針

目指す図書館像

近年、社会を取り巻く環境の変化によって図書館に求められること
も変わりつつあります。「人と情報をつなげる」という図書館の基本的
な役割を果たすために、少子化・高齢化・情報化等の時代の変化に配慮
しながら、利用者が必要とする資料や情報を適切に提供できる図書館
が求められています。市民との協働による図書館を基本とし、市民が、
図書館を身近な存在と感じ、生涯を通じて図書館を利用していただけ
るよう、また図書館を利用することで豊かな生活を送れるよう資料や
情報の提供に努めます。 

基　本　方　針

生涯学習活動の拠点として、市民の学びと暮らしの向上に寄与するた
め、図書館資料の整備充実と読書活動の振興に努め、市民が自己学習を
行うための条件整備を常に図り、その期待に応えるように努めます。
市民の年齢構成、地理的条件、将来構想など、図書館サービスをより円

滑に提供するための諸条件を常に研究し、市民のニーズに即したサービ
スを提供し、市民のだれもが、いつでも、どこでも、気軽に利用できる図
書館づくりを運営の基本とします。

市民との協働を礎に、時代の状況に対応し、市民の学びと暮ら
しの向上に寄与する「頼りになる図書館」



基 本 目 標

図書館運営の３つの柱

 １．施  設   

 ２．運営体制   

 ３．サービス   

１.施設 ２.運営体制 ３.サービス

【基本目標 3-1】（資料）
地域を支える情報拠点として、市民に役立つ資料や情報を提供できる図書館

【基本目標 2-1】（運営） 
長期的な視野にたった図書館運営を行い、発展していく図書館

【基本目標 3-2】（事業） 
読書活動や生涯学習を支援し、市民の多様なニーズに即したサービスを提供
できる図書館

【基本目標 2-2】（連携） 
他機関やボランティアと連携し、サービスを拡充していく図書館

ア 豊かな心を育む読書習慣を育成し、読書活動を支援します。

イ 生涯学習を支援し、市民の自主的な学びを支えます。

ウ 多様な利用者に即したサービスを提供します。

【基本目標 1-1】
市民が利用しやすく、快適な環境を提供できる図書館

【基本目標 2-3】（図書館員）
図書館員の専門性を高め、市民の課題解決に役立つ図書館




